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懇談会等行政運営上の会合（警察庁関係）
平成20年10月１日現在

会合名 委員名 最近の開催実績 公開状況
警察庁政策評価研 前田 雅英、櫻井 敬子、妹尾堅一郎、田邊 國昭、 平成19年６月15日 □傍聴許可、□議事録公開、
究会 西川 元啓 平成19年11月14日 ■議事要旨のみ公開、

平成20年６月13日 □その他（ ）

警察官定員に関す 伊藤 滋、佐長 彰一、鈴木 春男、宮澤 浩一、 □傍聴許可、□議事録公開、
る研究会 麦島 文夫 □議事要旨のみ公開、

□その他（ ）

国民生活の安全を 成田 頼明、有馬真喜子、磯部 力、伊藤 滋、 平成18年３月22日 □傍聴許可、□議事録公開、
守るための施策を 倉沢 進、五代利矢子、篠崎 芳明、白木 東洋、 平成19年10月19日 ■議事要旨のみ公開、
研究する会 竹内 宏、田中 節夫、中村 芳夫、野口 京子、 平成20年９月11日 □その他

細川 唯、前田 雅英

総合セキュリティ 前田 雅英、荒木 浩一、石田 秀人、稲垣 隆一、 平成20年３月13日 □傍聴許可、□議事録公開、
対策会議 猪俣 清人、江口 研一、小田 啓二、加藤 秀次、 平成20年７月16日 ■議事要旨のみ公開、

楠 正憲、久保田 裕、桑子 博行、国分 明男、 平成20年９月25日 □その他（ ）
後藤 啓二、金野 志保、杉浦 昌、高橋 大洋、
谷川 哲司、寺澤 慎祐、西村 達之、藤田 一夫、
別所 直哉、丸橋 透、宮本 潤子、安田 浩、
吉川 誠司

ＤＮＡ型データベ 前田 雅英、大久保 恵美子、大澤 孝征、 平成17年６月１日 □傍聴許可、□議事録公開、
ースに関する有識 岸 紘一郎、成田 頼明、米本 昌平 平成18年12月16日 ■議事要旨のみ公開、
者会議 □その他（ ）

警察捜査における 平良木 登規男、岡村 勲、川出 敏裕、 平成19年12月12日 □傍聴許可、□議事録公開
取調べ適正化に関 河上 和雄、残間 里江子、髙井 康之 平成20年２月26日 ■議事要旨のみ公開
する有識者懇談会 前田 雅英 平成20年４月23日 □その他（ ）
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高齢運転者の支援 鈴木 春男、菰田 潔、中西 盟、溝端 光雄 平成20年９月８日 □傍聴許可、□議事録公開
に関する検討委員 山口 勝英 ■議事要旨のみ公開
会 □その他（ ）

運転免許制度に関 石井 威望、宇賀 克也、木村 治美、桑原 雅夫、 平成18年10月18日 □傍聴許可、□議事録公開、
する懇談会 菰田 潔、鈴木 春男、長江 啓泰、吉村 秀實 平成18年11月16日 ■議事要旨のみ公開、

□その他（ ）
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〔警察庁政策評価研究会〕
主管省庁問い合わせ先 警察庁長官官房総務課 電話番号 ０３－３５８１－０１４１（内２１８２）
決裁権者 警察庁長官官房長 第１回会合日 平成13年10月19日 最終会合日 平成20年６月13日
目的 国家公安委員会及び警察庁において政策評価を実施するに当たり、その客観性の確保を図るため、政策評価や警察行政
に造詣の深い有識者から専門的な知見を聴取することを目的とする。

参集者
氏 名 職 名 等 氏 名 職 名 等
<有識者>

◎前田 雅英 首都大学東京都市教養学部長 警察庁長官官房長
櫻井 敬子 学習院大学法学部法学科教授 警察庁長官官房総括審議官
妹尾堅一郎 東京大学国際・産学共同研究センター客員教 警察庁長官官房政策評価審議官

授 警察庁長官官房技術審議官
田邊 國昭 東京大学大学院法学政治学研究科教授 警察庁長官官房審議官（生活安全局担当）
西川 元啓 新日本製鐵株式会社顧問 警察庁長官官房審議官（刑事局担当）

警察庁長官官房審議官（交通局担当）
警察庁長官官房審議官（警備局担当）
警察庁長官官房総務課長
警察庁長官官房総務課情報公開・個人情報保
護室長

備考：◎印は、研究会の長を示す。
報告書等

最近の開催状況
区分 年月日 議題
警察庁政策評価研究会（第10回） 平17. 7.15 平成16年実績評価経過報告書（案）

平成16年街頭犯罪・侵入犯罪の発生を抑止するための総合対策の推
進に関する総合評価経過報告書（案）
総合評価計画書（緊急治安対策プログラムの推進）（案）
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警察庁政策評価研究会（第11回） 平17.11.30 国家公安委員会及び警察庁における政策評価に関する基本計画（案）
平成18年政策評価の実施に関する計画（案）
平成18年実績評価計画書（案）
事業評価書（飲酒運転対策）（案）
事業評価書（交通事故自動記録装置の整備）（案）
事業評価書（電話異性紹介営業に係る児童買春の防止のための対策）
（案）
平成17年事業評価経過報告書（留置施設の整備と留置管理業務の効
率化）（案）
総合評価書（警察改革の推進）（案）
平成17年総合評価経過報告書（緊急治安対策プログラムの推進）
（案）

警察庁政策評価研究会（第12回） 平18. 6. 2 平成17年政策評価実施結果報告書（案）
実績評価書（案）

警察庁政策評価研究会（第13回） 平18.11. 6 平成19年政策評価の実施に関する計画（案）
平成19年実績評価計画書（案）
総合評価書 街頭犯罪・侵入犯罪の発生を抑止するための総合対策
の推進（案）

警察庁政策評価研究会（第14回） 平19. 6.15 平成18年実績評価書（案）
事業評価書 留置施設の整備と留置業務の効率化（案）
総合評価書 緊急治安対策プログラムの推進（案）
平成18年政策評価実施結果報告書（案）

警察庁政策評価研究会（第15回） 平19.11.14 平成20年政策評価の実施に関する計画（案）
平成20年実績評価計画書（案）

警察庁政策評価研究会（第16回） 平20.6.13 事業評価書 新たな駐車対策法制の導入（案）
平成19年実績評価書（案）



- 5 -

〔警察官定員に関する研究会〕
主管省庁問い合わせ先 警察庁長官官房人事課 電話番号 ０３－３５８１－０１４１（内２６４３）
決裁権者 警察庁長官官房長 第１回会合日 昭和63年11月14日 最終会合日 平成15年７月10日
目的 警察官定員に関する研究会は、各都道府県警察の警察官定員の在り方について、広く部外の有識者から意見を聴取し、
定員管理に関する施策に反映させることを目的とする。

参集者
氏 名 職 名 等 氏 名 職 名 等
<有識者>

◎伊藤 滋 早稲田大学教授 警察庁長官官房長
佐長 彰一 弁護士 警察庁長官官房人事課長
鈴木 春男 千葉大学文学部名誉教授 警察庁長官官房人事課人事総括企画官
宮澤 浩一 慶應義塾大学法学部名誉教授
麦島 文夫 財団法人青少年問題研究会常務理事

備考：◎印は、研究会の長を示す。
報告書等

最近の開催状況
区分 年月日 議題
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〔国民生活の安全を守るための施策を研究する会〕
主管省庁問い合わせ先 警察庁生活安全局生活安全企画課 電話番号 ０３－３５８１－０１４１（内３０２８）
決裁権者 警察庁生活安全局長 第１回会合日 平成５年６月11日 最終会合日 平成20年９月11日
目的 近年、都市化・国際化の進展等社会情勢の変化に伴い、国民生活の安全を侵害する警察事象も複雑多様化しており、広
く国民の要望、意見を踏まえて各種施策を推進する必要性が高まっている。このため、各界有識者及び部内委員からなる「国民
生活の安全を守るための施策を研究する会」を組織し、国民生活の安全に関する問題とそれへの対応策について広く検討を行う
ことを目的とする。

参集者
氏 名 職 名 等 氏 名 職 名 等
<有識者>

◎成田 頼明 日本エネルギー法研究所理事長 警察庁生活安全局長
有馬 真喜子 国民生活センター特別顧問会議特別顧問 警察庁長官官房審議官（生活安全局担当）
磯部 力 立教大学教授 警察庁生活安全局生活安全企画課長
伊藤 滋 早稲田大学教授 警察庁生活安全局地域課長
倉沢 進 首都大学東京名誉教授 警察庁生活安全局少年課長
五代 利矢子 評論家 警察庁生活安全局生活環境課長
篠崎 芳明 弁護士 警察庁生活安全局情報技術犯罪対策課長
白木 東洋 ジャーナリスト 警察大学校生活安全教養部長
竹内 宏 竹内経済工房主宰 警察大学校地域教養部長
田中 節夫 社団法人日本自動車連盟会長 警察大学校警察政策研究センター所長
中村 芳夫 社団法人日本経済団体連合会事務総長
野口 京子 文化女子大学教授
細川 唯 社団法人日本青年会議所常任理事
前田 雅英 首都大学東京都市教養学部長

備考：◎印は、研究会の長を示す。
報告書等
風俗行政の在り方に関する提言 （平．17．１．19）
遺失物行政の在り方に関する提言 （平．18．１．27）
バーチャル社会のもたらす弊害から子どもを守るために （平．18．12．25）
出会い系サイト等に係る児童の犯罪被害防止の在り方について （平．20．１．10）
銃砲規制等の在り方に関する意見書 （平．20．７．10）
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最近の開催状況
区分 年月日 議題
国民生活の安全を守るための施策を研究する 平18. 3.22 銃砲刀剣類所持等取締法の一部改正について
会（第14回） 遺失物法規制について

インターネット上の違法・有害情報について
バーチャル社会のもたらす弊害から子供を守る研究会（仮称）の立
ち上げについて

国民生活の安全を守るための施策を研究する 平19.10.19 バーチャル社会のもたらす弊害から子供を守る研究会の活動結果に
会（第15回） ついて

子供や女性を守る匿名通報モデル事業について
銃砲刀剣類所持等取締法等の一部改正について
街頭犯罪・侵入犯罪抑止総合対策について
インターネット上の違法情報・有害情報対策について

国民生活の安全を守るための施策を研究する 平20.9.11 「出会い系サイトに係る児童の犯罪被害防止研究会」の活動結果及
会（第16回） びインターネット異性紹介事業を利用して児童を誘引する行為の規

制等に関する法律の一部改正について
インターネット上の違法情報・有害情報対策について
「銃砲規制のあり方に関する懇談会」の活動結果及び銃砲等規制の
厳格化について
京都議定書目標達成計画に基づくぱちんこ業界及びゲームセンター
業界の自主行動計画について
振り込め詐欺対策について

（サブグループ）
風俗行政研究会（第４回） 平17. 1.19 提言（案）の検討及びとりまとめ
遺失物行政研究会（第１回） 平17.10.18 遺失物行政上の問題点について（論点整理）
遺失物行政研究会（第２回） 平17.11. 4 遺失物行政上の問題点について（国民等の利便性の向上方策等）
遺失物行政研究会（第３回） 平17.12. 2 遺失物行政上の問題点について（遺失物取扱いの合理化等）
遺失物行政研究会（第４回） 平18. 1.11 「遺失物行政の在り方に関する提言（案）」について
遺失物行政研究会（第５回） 平18. 1.27 「遺失物行政の在り方に関する提言（案）」について
バーチャル社会のもたらす弊害から子どもを 平18. 4.10 バーチャル社会のもたらす弊害と子どもをめぐる現状について
守る研究会（第１回）
バーチャル社会のもたらす弊害から子どもを 平18. 5.22 携帯電話が子どもにもたらす弊害等について
守る研究会（第２回）
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バーチャル社会のもたらす弊害から子どもを 平18. 6.28 携帯電話が子どもにもたらす弊害等について
守る研究会（第３回）
バーチャル社会のもたらす弊害から子どもを 平18. 7.24 携帯電話が子どもにもたらす弊害等について
守る研究会（第４回）
バーチャル社会のもたらす弊害から子どもを 平18. 9. 7 携帯電話と子どもに関するこれまでの審議の整理
守る研究会（第５回）
バーチャル社会のもたらす弊害から子どもを 平18.10.20 ゲームが子どもにもたらす弊害等について
守る研究会（第６回） 子どもに対する性行為等を表現したコミック等の弊害等について
バーチャル社会のもたらす弊害から子どもを 平18.11.10 ゲームが子どもにもたらす弊害等について
守る研究会（第７回） 子どもに対する性行為等を表現したコミック等の弊害等について
バーチャル社会のもたらす弊害から子どもを 平18.12. 4 これまでの審議の整理
守る研究会（第８回）
バーチャル社会のもたらす弊害から子どもを 平18.12.25 最終報告書の取りまとめ
守る研究会（第９回）
出会い系サイト等に係る児童の犯罪被害防止 平19.10.31 現状説明、論点の提示等
研究会（第１回）
出会い系サイト等に係る児童の犯罪被害防止 平19.11.12 論点について討議等
研究会（第２回）
出会い系サイト等に係る児童の犯罪被害防止 平19.11.30 論点について討議等
研究会（第３回）
出会い系サイト等に係る児童の犯罪被害防止 平19.12.12 報告書案について討議
研究会（第４回）
出会い系サイト等に係る児童の犯罪被害防止 平20. 1.10 報告書案について討議、取りまとめ
研究会（第５回）
銃砲規制のあり方に関する懇談会（第１回） 平20. 5.12 基本的な考え方等について意見交換
銃砲規制のあり方に関する懇談会（第２回） 平20. 6.18 銃砲関係団体ヒアリング

ストップガンキャラバン隊砂田代表ヒアリング
猟銃の社会的有用性と規制の在り方について意見交換

銃砲規制のあり方に関する懇談会（第３回） 平20. 6.25 許可の要件と審査の在り方について議論
不適格者の発見と排除について議論
猟銃及び実包の保管管理・猟銃による事故防止等について議論

銃砲規制のあり方に関する懇談会（第４回） 平20. 7. 3 前回議論できなかった論点について議論
ナイフの規制について議論
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懇談会意見書素案について議論
銃砲規制のあり方に関する懇談会（第５回） 平20. 7.10 意見書のとりまとめについて議論
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〔総合セキュリティ対策会議〕
主管省庁問い合わせ先 警察庁生活安全局情報技術犯罪対策課 電話番号 ０３－３５８１－０１４１（内３４２２）
決裁権者 警察庁生活安全局長 第１回会合日 平成13年12月21日 最終会合日 平成20年９月25日
目的 情報セキュリティに関する産業界等と政府の連携の在り方等について検討を行うことを目的とする。

参集者
氏 名 職 名 等 氏 名 職 名 等
<有識者>

◎前田 雅英 首都大学東京 都市教養学部長 警察庁生活安全局長
荒木 浩一 （株）NTTドコモ モバイル社会研究所 所長 警察庁長官官房審議官（生活安全局担当）
石田 秀人 （社）日本クレジット産業協会計画調整部部 警察庁生活安全局少年課長

長 警察庁生活安全局情報技術犯罪対策課長
稲垣 隆一 弁護士 警察庁情報通信局情報技術解析課長
猪俣 清人 デジタルアーツ（株）経営企画部 部長
江口 研一 KDDI（株）渉外・広報本部渉外部担当部長

（（社）電気通信事業者協会 副委員長）
小田 啓二 特定非営利活動法人日本ガーディアン・エン

ジェルス理事長
加藤 秀次 （社）日本PTA全国協議会 専務理事

楠 正憲 マイクロソフト（株）技術統括室 最高技術
責任者補佐

久保田 裕 （社）コンピュータソフトウェア著作権協会
（ACCS）専務理事・事務局長

桑子 博行 （社）テレコムサービス協会サービス倫理委
員会委員長
（AT＆Tジャパン（株）通信渉外部長）

国分 明男 （財）インターネット協会副理事長
後藤 啓二 弁護士
金野 志保 明治大学法科大学院 特任教授

弁護士
杉浦 昌 大阪大学社会人教育講座 外部講師（独立行
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政法人情報処理推進機構 主任研究員）
高橋 大洋 ネットスター（株）営業マーケティング本部

広報部部長（広報・渉外担当）
谷川 哲司 日本電気（株）経営システム本部セキュリテ

ィ技術センター シニアマネージャー
寺澤 慎祐 サン・マイクロシステムズ（株） 政策推進

営業本部 インダストリー営業開発部統括部
長

西村 達之 セコムトラストシステムズ（株）代表取締役
副社長

藤田 一夫 グーグル（株）パブリックポリシーガバメン
トアフェアーズポリシーカウンセル

別所 直哉 ヤフー（株）最高コンプライアンス責任者（Ｃ
ＣＯ）兼法務本部長

丸橋 透 ニフティ（株）コーポレート本部副本部長兼
法務部長

宮本 潤子 ＥＣＰＡＴ／ストップ子ども買春の会 共同
代表

安田 浩 東京電機大学 教授
吉川 誠司 ＷＥＢ１１０代表

備考：◎印は、委員長を示す。

報告書等
インターネット上の違法・有害情報への対応における官民の連携の在り方について （平18．３．15）
インターネット・ホットラインセンターの運営のあり方及びインターネットカフェ等にお （平19．３．16）
ける匿名性その他の問題と対策
Winny等のファイル共有ソフトを用いた著作権侵害問題とその対応について （平20．３．13）

最近の開催状況
区分 年月日 議題
平成17年度第１回総合セキュリティ対策会議 平17.7.6 インターネット上の違法・有害情報への対応における官民の連携の

在り方
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平成17年度第２回総合セキュリティ対策会議 平17.10.14 インターネット上の違法・有害情報への対応における官民の連携の
在り方について

平成17年度第３回総合セキュリティ対策会議 平17.11.25 インターネット上の違法・有害情報への対応における官民の連携の
在り方について

平成17年度第４回総合セキュリティ対策会議 平17.12.21 インターネット上の違法・有害情報への対応における官民の連携の
在り方

平成17年度第５回総合セキュリティ対策会議 平18.2.9 インターネット上の違法・有害情報への対応における官民の連携の
在り方

平成17年度第６回総合セキュリティ対策会議 平18.3.15 インターネット上の違法・有害情報への対応における官民の連携の
在り方

平成18年度第１回総合セキュリティ対策会議 平18.7.5 インターネット・ホットラインセンターの運営の在り方及びインタ
ーネットカフェ等における匿名性その他の問題と対策

平成18年度第２回総合セキュリティ対策会議 平18.9.15 インターネット・ホットラインセンターの運営の在り方及びインタ
ーネットカフェ等におけるその他の問題と対策

平成18年度第３回総合セキュリティ対策会議 平18.10.20 インターネット・ホットラインセンターの運営の在り方及びインタ
ーネットカフェ等におけるその他の問題と対策

平成18年度第４回総合セキュリティ対策会議 平18.11.17 インターネット・ホットラインセンターの運営の在り方及びインタ
ーネットカフェ等におけるその他の問題と対策

平成18年度第５回総合セキュリティ対策会議 平19.1.19 インターネット・ホットラインセンターの運営の在り方及びインタ
ーネットカフェ等におけるその他の問題と対策

平成18年度第６回総合セキュリティ対策会議 平19.2.16 インターネット・ホットラインセンターの運営の在り方及びインタ
ーネットカフェ等におけるその他の問題と対策

平成18年度第７回総合セキュリティ対策会議 平19.3.16 インターネット・ホットラインセンターの運営の在り方及びインタ
ーネットカフェ等におけるその他の問題と対策

平成19年度第１回総合セキュリティ対策会議 平19.7.31 Winny等ファイル共有ソフトを用いた著作権侵害問題とその対応策
について

平成19年度第２回総合セキュリティ対策会議 平19.9.21 Winny等ファイル共有ソフトを用いた著作権侵害問題とその対応策
について

平成19年度第３回総合セキュリティ対策会議 平19.10.31 Winny等ファイル共有ソフトを用いた著作権侵害問題とその対応策
について

平成19年度第４回総合セキュリティ対策会議 平19.12.7 Winny等ファイル共有ソフトを用いた著作権侵害問題とその対応策
について

平成19年度第５回総合セキュリティ対策会議 平20.1.16 Winny等ファイル共有ソフトを用いた著作権侵害問題とその対応策
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について
平成19年度第６回総合セキュリティ対策会議 平20.3.13 Winny等ファイル共有ソフトを用いた著作権侵害問題とその対応策

について
平成20年度第１回総合セキュリティ対策会議 平20.7.16 インターネット上での児童ポルノの流通に関する問題とその対策
平成20年度第２回総合セキュリティ対策会議 平20.9.25 インターネット上での児童ポルノの流通に関する問題とその対策

（サブグループ）
ホットラインの運用ガイドライン検討サブグ 平18.1.18 ホットラインの運用ガイドラインの在り方
ループ（第１回）
ホットラインの運用ガイドライン検討サブグ 平18.2.20 ホットラインの運用ガイドラインの在り方
ループ（第２回）
ホットラインの運用ガイドライン検討サブグ 平18.3.10 ホットラインの運用ガイドラインの在り方
ループ（第３回）
ホットラインの運用ガイドライン検討サブグ 平18.3.29 ホットラインの運用ガイドラインの在り方
ループ（第４回）
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〔ＤＮＡ型データベースに関する有識者会議〕
主管省庁問い合わせ先 警察庁刑事局刑事企画課 電話番号 ０３－３５８１－０１４１（内４０２４）
決裁権者 警察庁刑事局長 第１回会合日 平成17年６月１日 最終会合日 平成18年12月６日
目的 ＤＮＡ型データベースの構築に向けた検討を進めているところであるが、より犯罪捜査に有効なデータベースとするた
めの方策、そのために必要な制度の在り方等について、様々な観点から幅広く意見を求めることを目的とする。

参集者
氏 名 職 名 等 氏 名 職 名 等
<有識者>

◎前田 雅英 首都大学東京 都市教養学部長（刑事法） 警察庁刑事局長
大久保恵美子 （社）被害者支援都民センター事務局長 警察庁刑事局刑事企画課長
大澤 孝征 弁護士（犯罪被害者保護委員会委員長） 警察庁刑事局刑事企画課刑事指導室長
岸 紘一郎 群馬大学名誉教授 警察庁刑事局犯罪鑑識官
成田 頼明 横浜国立大学名誉教授（行政法） 警察庁刑事局資料鑑識官
米本 昌平 東京大学先端科学技術センター特任教授

備考：◎印は、研究会の長を示す。
報告書等

最近の開催状況
区分 年月日 議題
第１回ＤＮＡ型データベースに関する有識者 平17.6.1 座長選出
会議
第２回ＤＮＡ型データベースに関する有識者 平18.12.6 ＤＮＡ型記録検索システムの運用状況等についての報告
会議 イギリス・ドイツ及びフランスのＤＮＡ型データベースに関する調

査結果の報告
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〔警察捜査における取調べの適正化に関する有識者懇談会〕
主管省庁問い合わせ先 警察庁刑事局刑事企画課 電話番号 ０３－３５８１－０１４１（内４０６７）
決裁権者 警察庁刑事局長 第１回会合日 平成19年12月12日 最終会合日 平成20年４月23日
目的 平成19年11月１日、国家公安委員会において「警察捜査における取調べの適正化について」が決定され、警察庁は、捜査
における取調べの一層の適正化について対策を講ずるよう指示を受けたところであり、今後、指針の策定及びこれを受けた施策
の実施に当たり、部外の有識者から幅広い意見を聴取することにより、これらの検討に資することを目的とする。

参集者
氏 名 職 名 等 氏 名 職 名 等
<有識者>

◎平良木登規男 慶応義塾大学名誉教授 警察庁刑事局長
岡村 勲 弁護士、全国犯罪被害者の会代表幹事 警察庁刑事局刑事企画課長
川出 敏裕 東京大学大学院法学政治学研究科教授 警察庁刑事企画課刑事指導室長
河上 和雄 弁護士、学校法人駿河台大学名誉教授
残間 里江子 （株）キャンディッド・コミュニケーションズ代表

取締役会長
髙井 康行 弁護士
前田 雅英 首都大学東京 都市教養学部長

備考：◎印は、懇談会の座長を示す。
報告書等
緊急提言 （平20．４．23）

最近の開催状況
区分 年月日 議題
第１回警察捜査における取調べの適正化に関 平19.12.12 座長選出
する有識者懇談会 取調べの適正化に向けた施策等について
第２回警察捜査における取調べの適正化に関 平20. 2.26 警察捜査における取調べ適正化指針に基づく具体的施策について
する有識者懇談会 取調べの録音・録画の試行の検証について（法務省説明）
第３回警察捜査における取調べの適正化に関 平20.４.23 警察捜査における取調べの一部録音・録画の試行等について
する有識者懇談会 緊急提言のとりまとめ
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〔高齢運転者の支援に関する検討委員会〕
主管省庁問い合わせ先 警察庁交通局交通企画課 電話番号 ０３－３５８１－０１４１（内５０５３）
決裁権者 警察庁交通局長 第１回会合日 平成20年９月８日 最終会合日 平成20年９月８日
目的 今後、社会の高齢化が更に進展する中にあって、高齢者の交通安全の確保、とりわけ、引き続き増加が見込まれる高齢

運転者の安全対策は喫緊の課題となっている。高齢運転者の安全対策を更に充実するためには、地域の実情に応じた高齢
運転者の自動社利用の必要性、加齢が個々の高齢者の運転に及ぼす影響等に着目しつつ、よりきめ細かい施策を講じてい
くことが望まれる。あわせて、高齢運転者による交通事故を防止し、より安全に自動車を運転できるようにするための支
援策を検討することも重要である。このような観点から、今後、必要とされる高齢運転者の支援のための施策を検討する
ための施策を検討するため、専門家の意見を聴取する。

氏 名 職 名 等 氏 名 職 名 等
<有識者>

◎鈴木 春男 自由学園最高学部長 警察庁交通局交通企画課長
菰田 潔 自動車評論家 警察庁交通局交通企画課交通安全企画官
中西 盟 （社）日本自動車工業会交通安全部会委員
溝端 光雄 東京都老人総合研究所研究副部長
山口 勝英 兵庫県指定自動車教習所協会会長

備考：◎印は、懇談会の座長を示す。
報告書等

最近の開催状況
区分 年月日 議題
高齢運転者の支援に関する検討委員会 平20. 9. 8 高齢運転者の支援という考え方について
（第１回） 個々の運転者の運転特性に応じた対応について

高齢運転者の駐車や通行に関する支援策について
運転者教育全般について
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〔運転免許制度に関する懇談会〕
主管省庁問い合わせ先 警察庁交通局運転免許課 電話番号 ０３－３５８１－０１４１（内５３２６）
決裁権者 警察庁交通局長 第１回会合日 平成９年６月５日 最終会合日 平成18年11月16日
目的 現行の運転免許制度をめぐる国民の要望や規制緩和の動向に対応するため、交通局に部外有識者等からなる懇談会を設け、

様々な観点から幅広く検討することにより、真に国民各層の意見を反映した運転免許制度の在り方についての方向付けを
行うことを目的とする。

参集者
氏 名 職 名 等 氏 名 職 名 等
<有識者>

◎石井 威望 東京大学名誉教授 警察庁交通局長
宇賀 克也 東京大学法学部教授 警察庁長官官房審議官（交通局担当）
木村 治美 共立女子大学名誉教授 警察庁交通局交通企画課長
桑原 雅夫 東京大学国際産学共同研究センター教授 警察庁交通局運転免許課長
菰田 潔 自動車評論家 警察庁交通局交通企画課交通安全企画官
鈴木 春男 自由学園最高学部長 警察庁交通局交通企画課理事官
長江 啓泰 日本大学名誉教授 警察庁交通局運転免許課理事官
吉村 秀實 防災ジャーナリスト

備考：◎印は、研究会の長を示す。
報告書等
高齢運転者に係る記憶力、判断力等に関する検査の導入等についての提言 （平18．11．16）

最近の開催状況
区分 年月日 議題
運転免許制度に関する懇談会（第18回） 平18.10.18 中型免許の創設に係る経過について

高齢運転者に係る記憶力、判断力等に関する検査の導入等について
運転免許制度に関する懇談会（第19回） 平18.11.16 「高齢運転者に係る記憶力、判断力等に関する検査の導入等につい

ての提言」（案）について


